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古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
―
砂
山
下
荒
の
潰
地
―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

　
前
回「
松
原
村
明
細
帳
写
」で
幕
末
ご

ろ
の
松
原
村
の
様
子
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
中
に
本
村（
現
在
の
元
松
原
区
）の

砂
の
被
害
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
郡
役

所
が
、
元
文
５（
１
７
４
０
）年
と
延
享

３（
１
７
４
６
）年
の
見
地
で
、「
砂
山

下
荒
」を
潰
地（
耕
作
不
能
）と
認
定
し
、

年
貢
を
免
除
し
た
記
事
で
あ
る
。
驚
く

の
は
、
１
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
潰
地
が

百
年
後
の
幕
末
ま
で
存
在
し
、
年
貢
の

免
除
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

延
享
３
年
の
見
地
の
記
録
が「
吉
田

文
書
」の「
松
原
村
御
用
要
録
諸
控
」に

あ
る
の
で
紹
介
す
る
。

【
一
、
古
畠
砂
入
り
大
分
に
相
成
り
願
い

上
げ
、新
見
地
仰
せ
付
け
ら
る
。
そ
の
時
、

御
免
方
御
郡
代
両
役
・
山
中
甚
六
様
御

見
地
成
さ
れ
、
古
畠
分
の
内
一
町
二
畝
十

二
歩
御
引
き
に
成
り
、
残
り
畝
九
反
三
畝

六
歩
現
在
前
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。
時
の
庄

屋
・
新
作
、
組
頭
・
市
兵
衛
、
仁
助
相
勤

め
の
節
。
延
享
三
年
寅
の
四
月
】と
あ
る
。

　
古
畠
は
、
慶
長
10（
１
６
０
５
）年
ご

ろ
ま
で
に
検
地
さ
れ
た
畑
で
あ
る
。
福

岡
藩
は
、
領
内
の
検
地
を
慶
長
６
年
か

ら
始
め
、
同
10
年
ご
ろ
ま
で
に
完
了
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
検
地

さ
れ
た
田
畑
が
古
田
・
古
畠
で
、
検
地

後
に
開
墾
な
ど
で
開
発
さ
れ
た
田
畑
を

一
作
地
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
古
畠
で
砂
の
被
害
が
拡
大
し
た

の
で
、
郡
役
所
に
見
地
と
免
租
を
嘆
願

し
た
。
嘆
願
は
受
理
さ
れ
、
遠
賀
郡
代

で
免
方（
年
貢
担
当
）兼
役
の
山
中
甚
六

が
見
地
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

　
年
貢
の
減
免
申
請
は
非
常
に
厳
格
で
、

村
か
ら
大
庄
屋
、
遠
賀
郡
代
、
郡
奉
行

へ
と
上
申
さ
れ
、
そ
の
間
に
現
地
の
再

調
査
や
下
検
査
を
経
て
、
見
地
が
実
施

さ
れ
た
。
申
請
に
被
害
の
過
剰
申
告
や

不
正
が
有
れ
ば
厳
罰
で
あ
る
。
ま
た
、

見
地
に
至
る
ま
で
の
諸
経
費
は
全
て
村

が
負
担
し
た
の
で
あ
る
。
見
地
の
結
果
、

古
畠
の
う
ち
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
免
租（
徳

引
き
）で
、
残
り
の
９
ア
ー
ル
が
規
定
通

り
の
年
貢
負
担
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
潰
地
の
収
穫
高
と
免
租
高
に

つ
い
て
説
明
す
る
。
古
田
・
古
畠
は
、

慶
長
検
地
で
一
筆
毎
の
収
穫
高
が
決
定

し
て
い
た
。
現
在
の
課
税
標
準
額
に
相

当
す
る
。
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
村
位

と
田
畠
の
等
級
で
反
当
収
量
が
事
前
決

定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
収
穫

高
に
村
毎
の
税
率
を
掛
け
て
年
貢
高
を

算
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
文
５
年
に
免
租
の
潰
地（
古
田
）

は
、
収
穫
高
が
７
石
８
斗
８
升
、
税
率

が
石
別（
１
石
当
た
り
）４
斗
７
升
１
合

（
47
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
）で
、
11
俵（
３

斗
3
升
俵
）余
の
年
貢
米
が
免
除
さ
れ

た
。
延
享
３
年
に
免
租
の
潰
地（
古
畠
）

は
、
収
穫
高
が
４
石
７
斗
５
升
余
、
税

率
が
石
別
で
３
斗
８
升
５
合（
38
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
）で
、
５
俵
余
の
年
貢
大

豆
が
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

幕
末
ご
ろ
の
税
率
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
村
の
被
害
の
発
生
年
度
や

期
間
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
期
間
を
考

え
る
と
き
、
耕
作
不
能
地
の
年
貢
を
毎

年
米
11
俵
、
大
豆
５
俵
上
納
し
た
か
で

あ
る
。
潰
地
は
、
砂
山
下
荒
の
自
然
災

害
で
村
側
に
落
ち
度
は
無
く
、
当
然
免

租
の
対
象
で
あ
る
。
常
識
で
は
、
何
度

か
の
見
地
を
経
て
、
最
終
の
被
害
範
囲

と
免
租
高
が
年
貢
計
算
上
、
記
録
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
被
害
は
、
長
期
間
の

災
害
で
あ
ろ
う
。

つ
づ
く

▲「松原村御用要録諸控」の見地の記録
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